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放射線科医の合意によって行われ、時間をあけて 2 回施行された。 2 回の読影間に有意差がないことはカッパー検定
及びスペアマン順位相関係数にて確かめた。 HRCT (H.igh Resolution CT) 画像にて最も病変の強い l スライスを
選択し、小葉間隔壁の肥厚の数、気管支血管周囲間質の肥厚の数、胸膜下関質の肥厚の数を数えた。肥厚した小葉間
隔壁の数は別の小葉間隔壁とつながる部分までを 1 本と算定した。肥厚した気管支血管周囲間質の数は枝分かれする
までの部分を 1 本と算定した。肥厚した胸膜下間質は肥厚した部分をそれぞれ 1 個所と算定し、すべての胸膜に占め
る肥厚した胸膜下間質の割合を視覚的に求めた。選択したスライスにおける広義間質の病変の広がりの面積が30% ま
でをグレード 1 、 60%までをグレード 2 、それ以上をグレード 3 として病変を視覚的に定量化した。以上の解析には
Kruskal -Wallis 検定及び unpaired t -test を用いて検討したが、各疾患群におけるグレードの差異はなかった。
また HRCT 、 conventional CT のすべてのスライスを用いて consolidation ， central dot , reticular 
opacity ,cavity ,mass (>30mm) ,large nodule (11-30mm) ,nodule (3 -10mm) ,micronodule (< 3 mm) , 
縦隔リンパ節腫大、肺門リンパ節腫大、胸水、心嚢水の有無を調べた。分布に関しては上葉・中葉および舌区・下葉









HRCT上小葉間隔壁や胸膜下間質の肥厚像が多く認められた。また largenodule (1 1-30mm) は他の二疾患と比較
して悪性リンパ腫に多く認められた。サルコイドーシスは他の二疾患と比較して両側性に病変が認められた。これら
の所見はサルコイドーシス、悪性リンパ腫、癌性リンパ管症の鑑別のてがかりと考えられるo
論文審査の結果の要旨
審査対象の主論文はリンパ路に沿って病変が認められる疾患として有名なサルコイドーシス、悪性リンパ腫、癌性
リンパ管症の三疾患のCT画像を用いて、各疾患の間質への進展およびその他のCT画像所見の差異を明らかにしたも
のである o この研究はサルコイドーシス、悪性リンパ腫、癌性リンパ管症の鑑別という観点から臨床的にも有用であ
り、学位の授与に値すると考えられるo
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